
す さ み広 報

S u s a m i  T o w n  P u b l i c  R e l a t i o n s  M a g a z i n e

No.163
 January　2024

１

　

江
須
崎
と
潮
岬
の
間
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

昇
る
朝
日 すさみ町公式

インスタグラム始めました
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議会 Parliament教育 Education 行政 Administration

町
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岩
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勉

議
長　

岡
本　

克
敏

教
育
長　

坂
本　

祐
二

人
が
集
ま
る

　

住
み
続
け
た
い
町
づ
く
り

現
状
を
見
極
め

活
気
あ
る
町
づ
く
り

年
頭
の
ご
挨
拶

「
ゆ
め
・
未
来
」
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　
　
　

の
推
進
を
め
ざ
し
て

ー
ゆ
め
を
語
り
未
来
を
創
る
た
め
に
ー

　

町
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

素
晴
ら
し
い
新
春
を
皆
様
と
共
に

迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
は
、
統
一
地
方
選
挙

が
実
施
さ
れ
、
改
選
か
ら
早
い
も
の

で
８
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

関
係
各
位
・
町
民
の
皆
様
方
に
は
、

町
議
会
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５

月
に
５
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

人
々
の
移
動
が
活
発
に
な
り
町
を
訪

れ
る
方
も
増
え
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

５
月
に
は
「
地
域
体
感
型
ス
ポ
ー

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
保
育
所
１
園
、
小
・
中

学
校
各
１
校
と
な
り
、
保
・
小
・
中

が
密
に
連
携
・
接
続
し
た
『
す
さ
み

「
ゆ
め
・
未
来
」
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、《
第
３
次
す
さ
み
町
教
育
大

綱
》《
す
さ
み
町
教
育
振
興
基
本
計
画
》

《
す
さ
み
町
の
教
育
》
に
沿
っ
て
、様
々

な
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
町
の
教

育
の
目
指
す
方
向
は
、「
ふ
る
さ
と
を

愛
す
る
人
」「
志
高
く
夢
に
挑
戦
し
続

け
る
人
」「
共
生
し
自
立
す
る
人
」
を

育
て
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、
10
月
に
サ
イ

ク
ル
イ
ベ
ン
ト
「
ラ
イ
ド
オ
ン
ス
サ

ミ
」、「
ス
サ
ミ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」、

11
月
に
は
第
50
回
町
民
運
動
会
や
文

化
祭
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
永
年
の
課
題
で
あ
り
ま
し
た

高
台
移
転
計
画
の
最
後
と
な
る
す
さ

み
病
院
が
完
成
し
、
11
月
よ
り
運
用

が
開
始
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

交
通
面
で
は
新
た
に
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
が
導
入
さ
れ
、
通
院
や
買
い

物
に
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
代
表
と
し
て
皆
様
の
ニ
ー

ズ
を
見
極
め
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
効
率
的
に
防
災
や
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
私

ど
も
町
議
会
は
国
・
県
に
も
働
き
か

け
る
と
と
も
に
、
後
世
の
負
担
に
な

ら
な
い
よ
う
な
財
政
運
営
を
目
指
し
、

町
当
局
と
十
分
に
議
論
を
重
ね
課
題

解
決
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
祈
念
致
し
ま
し
て
、
新
春
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
め
に
、
次
の
こ
と
を
考
え
て
、
着

実
に
実
施
・
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
学
習
の
さ
ら
な
る
取
組

　

各
学
校
の
取
組
と
、
学
校
と
連
携

し
た
保
護
者
・
地
域
・
団
体
等
と
の

取
組
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

こ
と
が
、「
未
来
を
語
る
力
」「
町
を

活
か
す
力
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○
国
際
理
解
教
育
（
英
語
教
育
）

　

保
・
小
・
中
の
連
携
・
接
続
を
さ

ら
に
意
識
し
て
取
り
組
み
、
保
育
所

で
の
英
語
教
育
を
体
系
的
に
し
ま
す
。

15
年
間
の
取
組
の
成
果
を
出
し
て
い

け
る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
文
化
の
香
り
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

　

生
涯
学
習
の
中
で
も
特
に
ま
ち
全

体
で
の
読
書
推
進
活
動
に
取
り
組
み

ま
す
。
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
、
保

護
者
・
地
域
の
人
が
読
書
に
関
心
を

持
ち
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
読
書
が

で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

○
人
権
教
育

　

子
ど
も
も
大
人
も
多
様
な
価
値
観

を
認
め
合
え
る
人
権
教
育
を
さ
ら
に

推
進
し
ま
す
。

　

上
記
を
子
ど
も
た
ち
の
育
ち
の
た

め
に
15
年
間
を
貫
く
柱
と
し
、
ま
た
今

ま
で
以
上
に
学
社
連
携
を
進
め
、
社

会
教
育
を
推
進
す
る
柱
に
し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
年
を
ご
壮

健
に
て
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
す
さ
み
町
諸
行
事
に
ご

支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
無
事

に
行
政
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
心
か
ら
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
５
類
感
染

症
に
位
置
付
け
ら
れ
、
以
前
の
日
常

生
活
を
少
し
ず
つ
取
り
戻
し
、
町
内

で
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

活
気
が
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
大

変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
方
に
は
、
感
染
拡
大

防
止
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
医
療
従
事
者

や
福
祉
関
係
者
の
皆
様
方
に
は
、
昼

夜
を
問
わ
ず
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
心

か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま

し
た
国
保
す
さ
み
病
院
の
高
台
移
転

も
完
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
津
波
浸
水
区
域
に
あ
る

役
場
庁
舎
の
高
台
移
転
実
現
に
向
け

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
大
災
害
が

発
生
し
た
時
、
災
害
対
策
本
部
と
な

る
現
在
の
庁
舎
は
、
浸
水
で
大
き
な

被
害
が
予
想
さ
れ
、
災
害
対
策
本
部

と
し
て
利
用
で
き
な
い
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
復
旧
の
拠

点
と
な
る
庁
舎
は
、
早
急
な
移
転
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
開
院
し
た
国
保
す
さ

み
病
院
や
防
災
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
し

た
場
所
に
移
転
す
る
こ
と
で
、
さ
ら

に
強
固
な
防
災
体
制
を
整
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

新
庁
舎
に
は
、
最
新
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
導
入
し
、
防
災
だ
け
で
な
く
、

健
康
や
福
祉
、
観
光
、
教
育
、
医
療

な
ど
の
分
野
に
も
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

利
用
し
、
よ
り
安
心
安
全
な
暮
ら
し

を
提
供
で
き
る
町
づ
く
り
に
向
け
て
、

令
和
８
年
春
の
開
庁
を
目
指
し
て
参

り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
８
月
に
は
、「
一
般
社

団
法
人
す
さ
み
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
設

立
い
た
し
ま
し
た
。
す
さ
み
キ
ャ
ン

パ
ス
の
事
務
所
は
、
旧
す
さ
み
病
院

を
再
利
用
す
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
す
さ
み
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
額
の
増

額
を
目
指
し
、
町
の
特
性
を
活
か
し

た
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
開
発
や

都
市
部
か
ら
の
教
育
旅
行
誘
致
な
ど

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

既
に
水
産
業
で
は
、
各
企
業
と
連

携
し
、
市
場
で
流
通
し
に
く
い
「
未

利
用
魚
」
を
活
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
が
、

東
京
や
和
歌
山
市
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
昨

年
度
に
比
べ
、
大
き
く
増
額
す
る
見

込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
地
域
事
業
を

活
性
化
さ
せ
、
ま
ち
が
元
気
に
な
る

こ
と
で
、
地
域
の
雇
用
が
創
出
さ
れ
、

伝
統
的
文
化
が
継
承
さ
れ
る
な
ど
、
地

域
を
盛
り
上
げ
る
様
々
な
影
響
を
も

た
ら
す
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
返
礼
品
を
通
じ
て
す
さ

み
町
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
す
さ
み
町
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す

き
っ
か
け
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
実
際
に
、
一
昨
年
に
引
き
続
き
、

転
出
者
よ
り
転
入
者
の
方
が
多
い
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

を
大
切
に
し
つ
つ
、
よ
り
一
層
の
成

果
が
出
る
よ
う
、
新
た
な
発
想
で
政

策
を
充
実
さ
せ
、
住
み
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
町
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

す
さ
み
町
を
持
続
可
能
な
町
に
す

る
た
め
に
は
、
積
極
的
な
行
政
運
営

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
方
、
議
会
議
員
の
皆
様

方
、
そ
し
て
私
を
は
じ
め
町
職
員
が

心
を
一
つ
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ

り
大
き
な
力
が
発
揮
で
き
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の

更
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
年
が
皆
様
方
に
と
っ

て
幸
多
い
素
晴
ら
し
い
年
に
な
る
こ

と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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まちのわだい

  まちのわだい

江住文化展 ・ 町文化祭が開催

青少年健全育成大会

　11 月 11、12 日に江住文化展が、18、19 日に

第 41 回すさみ町文化祭が開催されました。

　書や洋裁、陶芸、絵画などが会場を彩り、文

化祭では軽音楽やアコーディオン、マーチング

バンド、唄や踊りが披露されました。

　11 月 19 日に青少年健全育成スポーツ大会、

野球の部が開催され、すさみ少年野球クラブが

優勝しました。

　初戦は串本オーシャンズに５対０で勝利、決

勝ではＫＫＮ（古座・古座川・西向）に８対２

で勝利しました。

すさみの歴史を学ぶ

　11 月 21 日に小学校ですさみの昔を学ぶ、ふ

るさと学習が行われました。

　祖父が町出身の山中玉夫さんが独自に調べた

武将の周参見氏や山本氏の話を聞き、郷土料理

の久喜漬けを試食しました。

花いっぱい運動

　11 月 28 日に町商工会青年部（岸竜平部長）

による花いっぱい運動が保育所と小中学校で行

われました。

　子どもたちは商工会の話を聞いた後、ドラセ

ナなどの観葉植物を「大切に世話をします」と

受け取りました。

イコラで冬のイベント

　12 月３日にしわすマルシェがイコラで開催

されました。

　クリスマスとお正月にちなんだイベントで、

ブローチや雪だるまの飾りづくりなどのワーク

ショップ、読み聞かせやお菓子まきなど多くの

人でにぎわいました。

藤田さんの野球教室

　11 月 25 日に阪神タイガースで活躍され監督

も務められた藤田平さんの野球教室が若もの広

場で開催されました。野球部の子どもたちは手

厚い指導を熱心に聞いていました。

　この教室は㈱平成スチールの浜中正博さんか

らいただいた企業版ふるさと納税を活用させて

いただいております。

中学校発表会

　11 月 23 日に周参見中学校学習発表会が開催

されました。

　意見作文やふるさと学習、職業体験の発表や

合唱・劇などが披露されました。今年は地域の

方も見学でき、発表に見入っていました。
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実家の終活セミナー＆相談会

～我が家や実家を空き家にしないために～

　　日時　１月１９日 (金 )午後１時～２時
　　場所　総合センター

　現在のお住まいやご実家の行く末を考えたことはありますか？

　空き家となってから時間が経過すると、維持管理や処分が難しくなります。そうなる前に、どのよ

うな心構えが必要か、今からご自身でチェックできるポイントや、将来のことを考えるきっかけとな

るお役立ち情報をご紹介します。

　セミナー終了後に個別相談会有ります。(要事前予約 )

　セミナー＆相談会は無料です。

　　問い合わせ先 (相談予約 )
　　　　総務課　　　　　　　　　☎５５-４８０２

　　　　東牟婁振興局串本建設部　☎０７３５‐６２‐０７５７

主催：和歌山県空家等対策推進協議会 （事務局：県 建築住宅課）

す
さ
み
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
事
業

道
の
駅
す
さ
み
を
中
心
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
防
災
訓
練 

完
了

Ｓ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｉ

　

12
月
４
～
６
日
に
お
い
て
、
南
海

ト
ラ
フ
大
地
震
と
津
波
へ
の
対
応
を

想
定
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
防
災
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。　

　

当
日
は
３
次
元
地
図
上
に
遠
隔
操

作
に
よ
る
ド
ロ
ー
ン
航
行
ル
ー
ト
の

披
露
、
ド
ロ
ー
ン
に
取
り
付
け
た
音

声
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
の
試
験
放
送
、

国
道
等
の
道
路
の
津
波
浸
水
想
定
エ

リ
ア
の
点
検
、
孤
立
す
る
避
難
所
へ

の
物
資
輸
送
を
無
事
に
完
了
致
し
ま

し
た
。

　

ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

12
月
９
日
に
防
災
意
識
向
上
に
向

け
た
Ｓ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｉ
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
方
に
参

加
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

詳
細
な
実
施
結
果
は
改
め
て
来
月

以
降
の
広
報
誌
で
も
ご
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

 

地
域
未
来
課

　

 

☎
５
５
‐
４
８
０
１

無病息災を願って

防
災
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

12
月
９
日
に
す
さ
み
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
す
さ

み
町
主
催
の
防
災
イ
ベ
ン
ト
「
Ｓ
Ｕ

Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」
が
周
参
見
小
学

校
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

下
地
獅
子
保
存
会
の
演
舞
で
始
ま

り
、
津
波
避
難
ゲ
ー
ム
、
地
震
体
験

車
・
煙
体
験
ハ
ウ
ス
な
ど
発
災
し
た

際
の
行
動
を
学
べ
る
ブ
ー
ス
や
、
３

次
元
マ
ッ
プ
を
使
っ
た
津
波
避
難

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
展
示
が

あ
り
、
多
く
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　
　
　
（
17
ペ
ー
ジ
に
も
関
連
記
事
）

地震体験車

震度７の揺れを体験し

ました。

３Ｄマップと避難訓練

11 月の避難訓練の様

子が紹介されました。

災害復興トレーラー

トレーラーでの震災後

の炊き出し。

防災グッズづくり

被災時に使える紙皿やホイッスル、避難マップ

を作りました。

煙からの脱出

火事で前が見えない状

況を体感しました。

津波体験タペストリー

津波の高さを再認識し

ました。

実証実験展示

ドローンや web 防災地

図などの展示。

す　　　　　　　さ  　　　み　　            さ　　い

津
波
の
高
さ
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帯
状
疱
疹
予
防
接
種
の

　
　
　
　
　
　

一
部
助
成

　

帯
状
疱
疹
（
胴
巻
き
）
は
、
水
ぼ

う
そ
う
の
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
起
こ

り
ま
す
。
ピ
リ
ピ
リ
と
し
た
痛
み
か

ら
始
ま
り
、
赤
い
発
疹
が
帯
状
に
広

が
り
ま
す
。
失
明
、
難
聴
な
ど
の
後

遺
症
や
神
経
痛
が
残
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
50
歳
代
か
ら
発
症
率
が
高
く

な
り
、
発
症
予
防
に
は
予
防
接
種
が

有
効
で
す
。

　

町
で
は
、
今
年
度
か
ら
次
の
通
り

費
用
を
一
部
助
成
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
者

　

３
月
末
ま
で
に
50
、

55
、

60
、

65
、

70

　

75
、

80
、

85
、

90
、

95
、

100
歳
に
な
る

　

町
民
の
方

◆
助
成
期
間

　

令
和
５
年
４
月
１
日
～
令
和
６
年

　

３
月
31
日

◆
助
成
金
額

　

上
限
４
，
０
０
０
円

　
（1

人
に
つ
き
１
回
の
み
）

◆
助
成
方
法

　

医
療
機
関
で
接
種
し
、
全
額
自
己

負
担
で
支
払
い
。

　

助
成
期
間
内
に
環
境
保
健
課
・
各

支
所
へ
申
請
後
、
助
成
額
を
受
給

◆
必
要
な
物

　

予
防
接
種
の
領
収
書
・
印
鑑
・

　

振
込
先
口
座
の
わ
か
る
も
の

※
申
請
書
は
役
場
に
あ
り
ま
す

◆
ワ
ク
チ
ン
（
２
種
類
）

　

①
水
痘
ワ
ク
チ
ン

　
　
（
１
回 

約
９
，
０
０
０
円
）

　

②
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

　
　
（
２
回 

約
４
０
，
０
０
０
円
）

※
費
用
は
医
療
機
関
に
よ
り
異
な
り

　

ま
す
。
効
果
や
接
種
方
法
等
に
違

　

い
が
あ
り
ま
す
。

 

環
境
保
健
課

 　

☎
５
５
‐
４
８
０
３

お

知

ら

せ

健
康
推
進
員
養
成
講
習
会

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

　

県
で
は
、
県
民
の
健
康
向
上
を
目

指
し
、
が
ん
検
診
や
健
康
診
査
の
受

診
を
促
進
す
る
健
康
推
進
員
を
養
成

し
て
い
ま
す
。

　

健
康
推
進
員
と
な
っ
て
地
域
の
健

康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
せ
ん
か
？

◆
健
康
推
進
員
の
活
動
内
容

・
自
身
の
健
診
受
診

・
友
人
等
へ
の
健
診
受
診
の
声
か
け

・
健
康
イ
ベ
ン
ト
等
の
活
動
協
力

◆
受
講
日

　

２
月
14
日
（
水
）・
20
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

◆
講
座
内
容

一
日
目

・
圏
域
の
健
康
課
題
と
対
策

・
田
辺
市
民
の
健
康
と
健
診
の
状
況

・
地
域
の
健
康
づ
く
り
を
考
え
よ
う

　
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

二
日
目

・
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て

・
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
た
め
の

　

身
体
活
動

募
　
　
　
　
集

　

令
和
６
年
度
の
会
計
年
度
任
用
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
細
は
総
務
課
、
江
住
支
所
、
佐

本
出
張
所
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布

の
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
に
は
給
料
や

交
通
費
の
ほ
か
、
一
定
の
条
件
を
満

た
し
た
職
員
に
期
末
・
勤
勉
手
当
を

支
給
し
ま
す
。

◆
共
通
事
項

・
年
齢
不
問

・
任
用
期
間
は
令
和
６
年
４
月
１
日

　

～
令
和
７
年
３
月
31
日
。

◆
申
込
方
法

　

総
務
課
、
支
所
、
出
張
所
へ
持
参
。

　

代
理
人
の
提
出
も
で
き
ま
す
。

◆
申
込
受
付
期
間

　

１
月
５
日
（
金
）
～
22
日
（
月
）

◆
試
験
実
施
日
時

　

１
月
下
旬
～
２
月
上
旬

◆
試
験
方
法

　

書
類
選
考
、
面
接
試
験

※
事
務
補
助
員
は
教
養
試
験
も
実
施

※
二
日
目
は
動
き
や
す
い
服
装
・

　

タ
オ
ル
・
飲
み
物

※
対
象
は
２
日
間
参
加
で
き
る
方
。

　

申
込
み
が
必
要
で
す
。

◆
締
め
切
り　
　

１
月
26
日
（
金
）

◆
受
講
場
所

　

田
辺
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー

　
（
役
場
か
ら
送
迎
車
が
出
ま
す
）

◆
参
加
費　
　
　

無
料

◆
主
催

　

田
辺
地
域
・
職
域
連
携
推
進
協
議
会

 

環
境
保
健
課

 　

☎
５
５
‐
４
８
０
３

　

受
験
申
し
込
み
や
試
験
に
つ
い
て

は
総
務
課
人
事
係
、
業
務
内
容
・
勤

務
条
件
等
は
各
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

総
務:

総
務
課

 　

☎
５
５
‐
４
８
０
２

 

地
域:

地
域
未
来
課

 　

☎
５
５
‐
４
８
０
１

 

環
境:

環
境
保
健
課

 　

☎
５
５
‐
４
８
０
３

 

住
民:

住
民
生
活
課

 　

☎
５
５
‐
４
８
０
４

 

産
業:

産
業
振
興
課

 　

☎
５
５
‐
４
８
０
５

 

建
設:

建
設
課

 　

☎
５
５
‐
４
８
０
６

 

教
育:

教
育
総
務
課

 　

☎
５
５
‐
２
１
４
６

 

社
会:

社
会
教
育
課 

 　

☎
５
５
‐
３
０
３
７

 

病
院:

す
さ
み
病
院

 　

☎
５
５
‐
２
０
６
５

（
凡
例
）

■
勤
務
場
所

〇
職
種
（
募
集
人
数
・
担
当
課
）

※
応
募
資
格
（
無
い
場
合
は
不
問
）

■
役
場
等

〇
事
務
補
助
員
（
10  

・
総
務
）

〇
自
動
車
運
転
手
（
１
・
総
務
）

※
中
型
自
動
車
免
許
（
８
ｔ
限
定
な

　

し
）
ま
た
は
大
型
自
動
車
免
許

〇
庁
舎
等
清
掃
員
（
１
・
総
務
）

〇
集
落
支
援
員
（
２
・
産
業
）

〇
集
落
支
援
員
（
１
・
地
域
）

〇
介
護
認
定
調
査
員
（
１
・
環
境
）

※
普
通
自
動
車
免
許

※
看
護
師
、
准
看
護
師
、
保
健
師
、

　

社
会
福
祉
士
、介
護
支
援
専
門
員
、

　

介
護
福
祉
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格

　

ま
た
は
認
定
調
査
員
研
修
を
受
講

〇
地
籍
調
査
員
（
１
・
建
設
）

※
普
通
自
動
車
免
許

■
焼
却
場

〇
ご
み
焼
却
場
作
業
員
（
２
・
環
境
）

※
普
通
自
動
車
免
許
（
Ｍ
Ｔ
）

■
住
民
福
祉
会
館

〇
住
民
交
流
セ
ン
タ
ー
長（
１
・
住
民
）

〇
住
民
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理
人

　
（
１
・
住
民
）

■
佐
本
診
療
所

〇
佐
本
診
療
所
事
務
員
（
１
・
環
境
）

※
普
通
自
動
車
免

〇
看
護
師
（
臨
時
任
用
）（
１
・
環
境
）

※
看
護
師
免
許

■
小
中
学
校
等

〇
学
校
司
書
（
１
・
教
育
）

※
司
書
資
格
と
普
通
自
動
車
免
許

〇
学
校
用
務
員
（
２
・
教
育
）

〇
特
別
支
援
教
育
支
援
員（
４
・
教
育
）

〇
特
別
支
援
教
育
支
援
員
・
放
課
後

　

児
童
支
援
員　
（
１
・
教
育
）

※
保
育
士
資
格
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭

　

免
許
（
補
助
員
は
不
要
）

■
避
難
ビ
ル

〇
放
課
後
児
童
支
援
員
（
補
助
員
）

　
（
１
・
社
会
）

※
保
育
士
資
格
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭

　

免
許
（
補
助
員
は
不
要
）

■
給
食
セ
ン
タ
ー

〇
学
校
給
食
調
理
師（
員
）（
３
・
教
育
）

※
普
通
自
動
車
免
許

■
歴
史
民
俗
資
料
館
・
公
民
館

〇
ふ
る
さ
と
支
援
員
兼
青
少
年
指
導
員

　
（
１
・
社
会
）

■
江
住
公
民
館
・
佐
本
公
民
館

〇
公
民
館
主
事
（
２
・
社
会
）

■
保
育
所

〇
保
育
所
保
育
士
（
４
・
教
育
）

※
保
育
士
資
格
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭

　

免
許

〇
保
育
所
栄
養
士
（
１
・
教
育
）

※
栄
養
士
ま
た
は
管
理
栄
養
士
資
格

〇
保
育
所
給
食
調
理
員
（
２
・
教
育
）

※
普
通
自
動
車
免
許

■
す
さ
み
病
院

〇
医
療
事
務
員
（
１
・
病
院
）

〇
外
来
等
窓
口
補
助
員
（
２
・
病
院
）

〇
薬
剤
師
補
助
員
（
１
・
病
院
）

〇
薬
局
補
助
員
（
１
・
病
院
）

〇
看
護
師
（
臨
時
任
用
）（
１
・
病
院
）

※
看
護
師
免
許

〇
准
看
護
師
（
臨
時
任
用
）（
１
・
病
院
）

※
准
看
護
師
免
許

〇
看
護
補
助
員
（
３
・
病
院
）

〇
病
院
給
食
調
理
員
（
４
・
病
院
）

〇
病
院
用
務
員
（
１
・
病
院
）

〇
病
院
当
直
員
（
１
・
病
院
）

程度
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～
白
浜
警
察
署
よ
り
～

①１１０番通報

②映像送信依頼

　（ワンタイムＵＲＬ送信）

③映像送信

（映像はリアルタイムで受信）

１．映像通報の必要性を判断
２．事前同意の確認

【通報者】事件・事故の発生

受理端末で視聴・自動保存
※原則、取得した日の翌日から
　起算して７日間経過後に自動消去

【通報者による撮影】

１．ＵＲＬへアクセス
２．アクセスコードを入力
３．システムにログイン
４．留意事項等に同意
５．撮影開始

※アクセスコードは、
　担当者が口頭で通知。

【通信指令室担当者】

映像通報にご協力
いただけますか？

▲ＳＭＳ受信画面
のイメージ

▲留意事項画面
のイメージ

１
月
10
日
は
１
１
０
番
の
日

１
１
０
番　

　
　

映
像
通
報
シ
ス
テ
ム

イ
タ
ズ
ラ
１
１
０
番
絶
対
ダ
メ
!!

　

イ
タ
ズ
ラ
電
話
や
間
違
い
電
話
が

あ
る
と
、
事
件
・
事
故
な
ど
緊
急
の

１
１
０
番
が
つ
な
が
り
に
く
く
な

り
、
犯
人
の
検
挙
や
被
害
者
の
救
護

の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。

１
１
０
番
は
緊
急
通
報
電
話

　

あ
わ
て
な
い
問
い
合
わ
せ
や
相
談

な
ど
は
白
浜
警
察
署
か
警
察
相
談
窓

口
電
話
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

適
切
な
１
１
０
番
の
ご
利
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

警
察
相
談
窓
口
電
話

　

☎
０
７
３
‐
４
３
２
‐
０
１
１
０

　

ま
た
は

　

＃
９
１
１
０

１
１
０
番
通
報

　
　
　
　

「
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」

　

①
何
が
あ
っ
た
・
不
審
な
人
影
な
ど

　

②
ど
こ
で
（
場
所
）・
近
く
の
目
印
は

　

③
い
つ

　

④
犯
人
は
ど
の
方
向
へ
、服
装
は
、

　
　

人
相
は

　

⑤
い
ま
、
ど
う
な
っ
て
い
る

　

⑥
あ
な
た
の
お
名
前
、
ご
住
所
、

　
　

電
話
番
号
は

　

あ
わ
て
ず
落
ち
着
い
て
お
話
し
く

だ
さ
い
。

　

県
警
察
で
は
、
１
１
０
番
通
報
者

が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
ビ
デ
オ

通
話
や
映
像
撮
影
機
能
を
活
用
し

て
、
現
場
の
状
況
を
撮
影
し
、
映
像

を
送
信
す
る
「
１
１
０
番
映
像
通
報

シ
ス
テ
ム
」
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
映
像
か
ら
音
声
だ
け
の
通
報

よ
り
詳
細
な
状
況
を
把
握
で
き
、
警

察
官
に
的
確
な
状
況
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◆
留
意
事
項

①
送
信
す
る
映
像
等
に
係
る
著
作
権

　

は
放
棄
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
用
い
て
通
報
者
の

　

位
置
情
報
を
取
得
し
ま
す
。

③
第
三
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
不
当

　

に
侵
害
し
な
い
よ
う
、
撮
影
し
て

　

く
だ
さ
い
。

　

映
像
送
信
に
係
る
デ
ー
タ
通
信
料

は
、
通
報
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

 

白
浜
警
察
署

 　

☎
４
３
‐
０
１
１
０

１
１
０
番
映
像
通
報
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　

使
用
方
法
イ
メ
ー
ジ

き
の
く
に
線 

運
転
休
止

～
Ｊ
Ｒ
西
日
本
よ
り
～

　

１
月
31
日
（
水
）
の
夜
間
と
２
月

１
日（
木
）の
終
日
、き
の
く
に
線（
紀

勢
本
線
）
周
参
見
～
串
本
駅
間
で
列

車
を
運
転
休
止
し
ま
す
。

　

沿
線
の
樹
木
を
伐
採
し
、
倒
木
を

事
前
に
防
ぎ
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
運
休
日
時

　

１
月
31
日
（
水
）
午
後
10
時
以
降

　

・
く
ろ
し
お
27
号　

新
宮
行
き

　
　

周
参
見
駅　

午
後
10
時
17
分
発

　

・
普
通
列
車　

串
本
行
き

　
　

周
参
見
駅　

午
後
10
時
44
分
発

　

２
月
１
日
（
木
）
終
日

◆
運
休
区
間

　

普
通
列
車

　
　

周
参
見
～
串
本
駅
間

　

特
急
く
ろ
し
お
号

　
　

白
浜
～
新
宮
駅
間

◆
代
替
輸
送

　

バ
ス
等
に
よ
る
代
替
輸
送
の
予
定

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

 

Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
駅
係
員

　

 

Ｊ
Ｒ
西
日
本
お
客
様
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
０
５
７
０
‐
０
０
‐
２
４
８
６

　

 

（
有
料 

午
前
６
時
～
午
後
11
時
）

10２０２３‐　１２　susami

１月 １日元旦

開館します。

紀伊田辺

白浜

周参見

串本

新宮

運転休止区間

＊普通列車 
　周参見～串本駅

＊特急くろしお号
　白浜～新宮駅



12２０２４‐　１　susami２０２４‐　１　susami13

　

白
浜
町
消
防
本
部
で
は
、
毎
月
救

命
講
習
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

 

ま
た
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
は
、
ｅ-

ラ
ー
ニ
ン
グ
講
習
が
で
き
ま
す
。

ｅ-

ラ
ー
ニ
ン
グ
で
、
事
前
学
習
を

行
う
と
、
３
時
間
の
講
習
が
「
１
時

間
短
縮
」
さ
れ
、
２
時
間
の
実
技
講

習
で
修
了
と
な
り
ま
す
。
ｅ-

ラ
ー

ニ
ン
グ
を
受
講
す
る
場
合
は
消
防
署

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
1
月
開
催
予
定
日

　

１
日
（
金
）（
ｅ-

ラ
ー
ニ
ン
グ
）

　
　

午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

　

13
日
（
水
）
午
後
１
時
～
４
時

　

17
日
（
日
）
午
前
９
時
～
12
時

　

27
日
（
水
）
午
前
９
時
～
12
時

◆
開
催
場
所　

白
浜
町
消
防
本
部

 

す
さ
み
消
防
署

　

 

☎
５
５
‐
２
２
３
７

各
税
の
申
告
・
納
付
期
限

田
辺
税
務
署
で
確
定
申
告

所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税

◆
申
告
・
納
期
限

　

３
月
15
日(

金)

◆
振
替
納
税
の
振
替
日

　

４
月
23
日(

火)

消
費
税
・
地
方
消
費
税

◆
申
告
・
納
期
限

　

４
月
１
日(

月)

◆
振
替
納
税
の
振
替
日

　

４
月
30
日(

火)

贈
与
税

◆
申
告
・
納
期
限

　

３
月
15
日(

金)

確定申告期間は２４時間

いつでも利用可能
画面の案内に沿って

入力するだけ

税務署への持参が不要

印刷・郵便代が不要

還付金の振り込みが早い書類の記載内容を入力・

送信すると添付省略

※メンテナンス時間を除く

※一部書類除く

スマホ専用画面で

見やすく操作が簡単
※２月末までに提出した場合、
　２～３週間程度で還付
　（書面提出は４～６週間程度）

　

田
辺
税
務
署
で
の
確
定
申
告
会
場

の
開
設
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
開
設
場
所

　

田
辺
税
務
署
１
階

◆
開
設
期
間

　

２
月
16
日(

金)

～
３
月
15
日(

金)

　
（
土
・
日
・
祝
を
除
く
）

◆
相
談
受
付
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
混
雑
状
況
に
よ
り
早
め
に
終
了
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

※
２
月
15
日
ま
で
の
相
談
は
事
前
に

　

予
約
が
必
要
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

・
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
で
の
相
談

　

Ａ
Ｉ
税
務
職
員

　
　
　
　
　
「
ふ
た
ば
」

・
確
定
申
告
の
一
般
的
な
質
問

　

国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
‐
０
０
‐
５
９
０
１

　

詳
細
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
確
定
申
告
」
で
検
索

振替納税 振替納税の申込をし、口座引落により納付

ダイレクト納付 ダイレクト納付の申込をし、e-Tax から口座引落により納付

電子納税 インターネットバンキングやＡＴＭ（ペイジー）を利用して納付

クレジットカード納付
国税クレジットカードお支払サイトからクレジットカードで納付
※手数料が必要です。

スマホアプリ納付
国税スマートフォン決済専用サイトからスマホ決済アプリ
（Pay 払い）を利用して納付

確定申告書の作成はスマホで！

納税はキャッシュレスが便利です！

～
田
辺
税
務
署
よ
り
～確定申告書

作成コーナー

納
期
限
の
お
知
ら
せ

税
務
課
で
の
申
告
相
談

次
の
税
・
保
険
料
の
納
期
限
は
、

　

１
月
31
日
（
水
）
で
す
。

　

納
期
を
過
ぎ
る
と
、
督
促
手
数
料

80
円
と
未
納
期
間
に
応
じ
た
延
滞
金

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
残
高

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
確
定
申
告
の
社
会
保
険
料

控
除
を
受
け
る
方
は
、
当
該
保
険
料

の
納
付
証
明
書
が
必
要
で
す
。

　

町
県
民
税　
　

    

第
４
期
分

　

国
民
健
康
保
険
税  

第
８
期
分

　
　

 

税
務
課

　
　
　

 

☎
５
５
‐
４
８
０
０

　

介
護
保
険
料       

第
８
期
分

　
　

 

環
境
保
健
課

　
　
　

 

☎
５
５
‐
４
８
０
３

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　
　

  　

第
７
期
分

　
　

 

住
民
生
活
課

　
　
　

 

☎
５
５
‐
４
８
０
４　

　

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
証

明
書
は
、各
担
当
課
で
発
行
し
ま
す
。

12

税  

・  

保  

険  

料

　

令
和
５
年
中
に
生
じ
た
所
得
の

申
告
相
談
会
場
を
役
場
１
階
税
務

課
に
開
設
し
ま
す
。

◆
開
設
期
間

　

２
月
16
日（
金
）～
３
月
15
日（
金
）

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

◆
相
談
受
付
時
間

　
【
午
前
】　

９
時
～
12
時

　
【
午
後
】　

１
時
～
４
時

※
相
談
の
受
付
は
右
記
時
間
内
と

　

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
注
意
事
項

① 

医
療
費
控
除

　

医
療
費
控
除
を
受
け
る
に
は
、「
医

療
費
控
除
の
明
細
書
」
の
添
付
が
必

要
で
す
。

　

こ
の
明
細
書
は
、
領
収
書
に
基
づ

き
人
ご
と
・
医
療
機
関
ご
と
に
金
額

を
集
計
す
る
必
要
が
あ
り
、
作
成
に

時
間
を
要
し
ま
す
。
必
ず
事
前
に
整

理
し
、
金
額
を
記
載
し
た
も
の
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
険
金
等
で
補
て
ん
さ
れ

る
金
額
が
あ
る
場
合
は
併
せ
て
記
載

し
て
く
だ
さ
い
。

② 

事
業
所
得

　

事
業
所
得
（
営
業
、
農
業
、
不
動

産
等
）
の
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
収
入
金
額
や
必
要
経
費
等
を
整

理
し
た
帳
簿
（
収
支
内
訳
書
等
）
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

期
間
中
は
会
場
が
混
み
合
い
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
整
理
さ
れ
て
い
な

い
と
、
申
告
相
談
を
お
受
け
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

③ 

申
告
に
必
要
な
物

・
所
得
関
係
書
類

　
（
源
泉
徴
収
票
、
報
酬
等
明
細
書
、

　

 
個
人
年
金
支
払
調
書
、
収
支
内

　

 

訳
書
等
）

・
控
除
関
係
書
類

　
（
生
命
保
険
、
地
震
保
険
、
寄
付

 　

金
等
）

・
個
人
番
号
が
確
認
で
き
る
物

　
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
通
知

 　

カ
ー
ド
等
）

・
本
人
確
認
が
で
き
る
物

　
（
運
転
免
許
証
等
）

・
還
付（
払
い
戻
し
）を
受
け
る
方
は
、

　

振
込
先
の
口
座
が
わ
か
る
物

④ 

そ
の
他

　

分
離(

土
地
・
特
定
口
座
・
株

式
の
売
買
等) 

、
ま
た
は
贈
与
税
、

消
費
税
に
関
す
る
申
告
相
談
は
、
田

辺
税
務
署
に
て
お
願
い
し
ま
す
。

 

税
務
課　

町
県
民
税
係

　

 

☎
５
５
‐
４
８
０
０
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民
生
児
童
委
員

　
　    

協
議
会
だ
よ
り

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

平
素
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

活
動
に
ご
協
力
と
ご
支
援
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

主
任
児
童
委
員
は
、
人
々
の
笑
顔
、

安
全
、
安
心
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
、
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
こ
ど
も
家
庭
庁
が
発

足
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
10
月

に「
和
歌
山
こ
ど
も
ま
ん
な
か
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
子
ど
も
た

ち
の
未
来
を
作
る
働
き
方
改
革
」
～

男
性
育
休
・
勤
務
時
間
イ
ン
タ
ー
バ

ル
・
誰
が
休
ん
で
も
回
る
職
場
づ
く

り
の
秘
訣
～
と
題
し
て
、（
株
）
ワ
ー

ク
バ
ラ
ン
ス
代
表
の
小
室
淑
恵
氏
に

よ
る
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
働
き
方
改
革
が
う
ま
く

い
っ
た
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
出
生
数
が

大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。
残
念
な
が

ら
日
本
は
そ
う
で
は
な
い
よ
う
で

す
。
誰
か
に
し
わ
寄
せ
が
い
く
働
き

方
改
革
で
は
な
く
、
正
し
い
働
き
方

改
革
の
必
要
性
を
語
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

　

第
１
子
が
生
ま
れ
た
時
に
、
夫
が

家
事
・
育
児
に
参
画
し
な
い
と
第
２

子
を
産
ま
ず
、
孤
独
な
育
児
が
妻
の

ト
ラ
ウ
マ
に
な
る
事
例
も
あ
る
そ
う

で
す
。「
少
子
化
対
策
」
と
「
女
性

活
躍
」
に
有
効
な
の
は
「
男
性
の
働

き
方
改
革
」
で
あ
る
と
い
う
報
告
も

あ
り
ま
し
た
。

　

労
働
力
人
口
が
減
少
す
る
中
で

も
、
育
児
・
介
護
中
の
男
女
が
活
躍

で
き
る
組
織
は
強
い
！
そ
ん
な
社
会

を
目
指
す
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　
「
健
や
か
に
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
環
境
づ
く
り
」は
と
て
も
大
切
で
、

老
後
の
安
心
、
民
生
の
安
定
に
も
つ

な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
が
皆
様

と
共
に
充
実
、
展
開
さ
れ
て
い
き
ま

す
よ
う
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

１２月 １月
２８日
（木）

２９日
（金）

３０日
（土）

３１日
（日）

１日
（月）

２日
（火）

３日
（水）

４日
（木）

町 

施 

設

役場
　☎５５‐２００４ 開庁 休み　※出生・婚姻・死亡届等の受付のみ行います 開庁

すさみ病院
　☎５５‐２０６５ 開院 休診　※急患の場合は電話でお問い合わせください 開院

公民館
　☎５５‐３０３７ 開館 休み 開館

イコラ
　☎３３‐７７７３ 開館 休み 開館

ご 

み 

関 

連

収集

周参見・
太間川地区 収集 休み 収集

上記以外の地区 収集 休み 収集

ごみ焼却場（持ち込み） 開場 休み 開場

埋立処分場 開場 休み 開場

し尿収集 開場 休み

年末年始の
　　　　休業日

消
防
・
防
災
ル
ー
ム

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間

　
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」

は
平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災

を
契
機
に
、
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
自
主
的
な
防
災
活
動
の
認

識
を
深
め
、
備
え
な
ど
の
充
実
強
化

を
図
る
た
め
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
17
日

　
　
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」

　

１
月
15
日
～
21
日

　
　
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
、
国
内
外

か
ら
多
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆
け

付
け
、
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
多
種
多
様
な
活
動
が
行
わ
れ
、
共

助
に
よ
る
防
災
活
動
の
原
点
に
な
り

ま
し
た
。

　

後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
と
呼
ば

れ
、
災
害
時
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
先
駆
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
災
害
か
ら
、
消
防
機
関
だ

け
で
対
処
す
る
に
は
限
界
が
あ
る
こ

と
や
、
自
助
・
共
助
の
重
要
性
が
再

認
識
さ
れ
ま
し
た
。

救
命
講
習
の
ご
案
内

家
具
の
転
倒
防
止
対
策

文
化
財
防
火
デ
ー

　

消
防
署
で
は
救
命
講
習
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
事
前
学
習

（
ｅ-

ラ
ー
ニ
ン
グ
）
を
す
る
と
、

講
習
時
間
が
短
く
な
り
ま
す
。
希
望

す
る
方
は
消
防
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

白
浜
消
防
本
部
で
の
定
期
講
習 

◆
1
月
開
催
予
定
日

　

５
日
（
金
）（
ｅ-

ラ
ー
ニ
ン
グ
）

　
　

午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

　

10
日
（
水
）
午
後
１
時
～
４
時

　

21
日
（
日
）
午
前
９
時
～
12
時

　

24
日
（
水
）
午
前
９
時
～
12
時

 

白
浜
町
消
防
本
部

　

 

☎
４
３
‐
０
１
１
９

す
さ
み
消
防
署
で
の
救
命
講
習

　

す
さ
み
消
防
署
で
は
定
期
救
命
講

習
と
は
別
に
随
時
救
命
講
習
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
日
時
・
場
所
は
、
お

申
込
み
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

す
さ
み
消
防
署

 　

☎
５
５
‐
２
２
３
７

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
死
者
行

方
不
明
者
は
６
千
人
を
超
え
、
負
傷

者
は
４
万
３
千
人
で
し
た
。
固
定
さ

れ
て
い
な
い
家
具
や
家
電
の
転
倒
・

散
乱
に
よ
っ
て
、
逃
げ
遅
れ
た
り
室

内
で
け
が
を
負
っ
た
方
も
多
数
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

気
象
庁
に
よ
る
と
「
震
度
５
強
」

で
タ
ン
ス
な
ど
の
重
い
家
具
が
倒
れ

テ
レ
ビ
が
台
か
ら
落
ち
る
こ
と
が
あ

　

毎
年
１
月
26
日
は
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
で
す
。
昭
和
24
年
に
奈
良
県

の
法
隆
寺
金
堂
か
ら
出
火
し
、
国
宝

で
あ
る
十
二
面
壁
画
の
大
半
が
焼
損

し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
文
化
財
を
火
災
か
ら
護
ろ

う
と
い
う
目
的
で
、
昭
和
30
年
に
文

化
財
防
火
デ
ー
と
し
て
定
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
運
動
の
趣
旨
を
普
及
す

る
た
め
に
、
施
設
の
点
検
・
整
備
の

他
、
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
全
国
的

に
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
室
内
で
の
ケ

ガ
を
防
ぎ
、
安
全
な
避
難
経
路
を
確

保
す
る
た
め
に
も
、
家
具
を
固
定
し

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

役
場
で
は
家
具
・
家
電
の
固
定
に

か
か
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。
金
具
等
で
固
定
す
る
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

 

役
場 

防
災
対
策
室

 　

☎
５
５
‐
４
８
０
２

※白浜斎場は１日と２日、日置川斎場は１日は火葬できません。
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＊電動ベッド・床ずれ防止用マット・車椅子は有料です。

　在庫数に関係なく一度社協にお問い合わせください。

貸出物品 在庫数 貸出物品 在庫数

電動ベッド ４ 入浴台 ３

床ずれ防止用マット ３ 松葉杖 １

ポータブルトイレ ７ 入浴椅子 １

車椅子 １７ 歩行器 ４

入浴用手すり ６ 非常用押しボタン送信機 １

１２月１０日現在

場　　所
地域福祉センター

江住ミニ
福祉センター

佐本公民館
相談内容・時間

一般相談・行政相談
午前（　９：３０～１１：３０）
午後（１３：３０～１５：００）

１７日（水）
２４日（水）
午後のみ

２４日（水）
午前のみ

法務相談・特設人権相談
（１３：３０～１５：００）

２４日（水）
予約制（※）

弁護士相談
（１３：３０～１５：００）

１７日（水）
予約制（※）

※  予約は前日までに、社協へご連絡
　 ください。（☎５５‐４１０４）

●１月の相談

●福祉・介護用品の貸出

ボランティアひろば

　12 月９日『すさみさい』に、社協も参加

させていただきました。

　ブースでは車いす体験、災害ボランティア

センターの様子の展示、ミニ愛のなんでも市

を行いました。お越しいただき、ありがとう

ございました！

　12 月 14 日、保育所とサロン（江住・江須

ノ川・見老津）の交流会が開催されました。

　14 名の方が保育所を訪れ、参加者からは

「久しぶりに小さい子とふれあうよ」、子ども

らは「たのしかった！」と、みなさんにとっ

て思い出深い時間になりました。

車いす体験
（段差）

災害ボランティア
センターの様子

車いす体験
（坂道）

ミニ愛のなんでも市

資料提供：海南市社協さま

SUSAMISAI　体験ブース 保育所×サロン交流会

お遊戯室には
クリスマスツリー★

歌に合わせて
肩トントン♪

おばあちゃんと
ハイタッチ！

帰り道も
「また来てね～！」

みんなで合奏♬

愛
の
な
ん
で
も
市
お
礼

社
協
賛
助
会
員

　

４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

「
愛
の
な
ん
で
も
市
」
が
11
月
26
日

江
住
公
民
館
、
12
月
３
日
総
合
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

江
住
会
場
、
周
参
見
会
場
と
も
天

候
に
恵
ま
れ
大
勢
の
方
々
に
来
場
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

売
上
金
は
、
江
住
会
場
９
９
，

６
４
０
円
、
周
参
見
会
場
２
７
９
，

９
７
５
円
（
12
月
11
日
暫
定
）
と
な

り
、
社
協
会
費
や
共
同
募
金
配
分
金

と
共
に
、町
内
の
地
域
福
祉
活
動（
紙

お
む
つ
助
成
事
業
や
地
域
福
祉
推
進

助
成
事
業
な
ど
多
数
）
の
費
用
に
充

て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

出
品
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
町
民

の
皆
様
や
各
企
業
・
各
海
老
網
組
合
、

ま
た
諸
準
備
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

各
地
区
区
長
、
地
区
福
祉
委
員
、
婦

人
団
体
、
民
生
児
童
委
員
の
皆
さ
ん

に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、「
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
」
に
参
画
い
た
だ
き
た

い
思
い
か
ら
、
会
員
制
度
を
取
っ
て

い
ま
す
。

　

住
民
会
員
、
団
体
会
員
、
法
人
会

員
の
他
に
、
町
外
の
方
に
加
入
い
た

だ
い
て
い
る
「
賛
助
会
員
」
が
あ
り

ま
す
。

　

す
さ
み
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方

や
、
ご
両
親
が
町
在
住
の
方
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。会
費
は
、

３
，０
０
０
円
か
ら
と
な
っ
て
お
り
、

賛
助
会
員
に
は
、
社
協
活
動
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
「
広
報
す
さ
み
」
を
毎

月
送
付
い
た
し
ま
す
。

　

賛
助
会
員
の
会
費
は
、
他
の
会
費

と
合
わ
せ
町
内
の
地
域
福
祉
活
動
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方
は
、
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

社
会
福
祉
協
議
会

 　

☎
５
５
‐
４
１
０
４

車
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

　

生
命
保
険
協
会
和
歌
山
県
協
会
よ

り
福
祉
巡
回
車
（
軽
車
両
）
を
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
協
会
で
は
、
社
会
貢
献
活
動
を

展
開
さ
れ
、
そ
の
一
環
で
、
地
域
福

祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
、加
盟
会
社
の
従
業
員
に
よ
る
「
わ

か
や
ま
生
保
協
会
助
け
合
い
募
金
」

を
財
源
と
し
車
両
を
送
ら
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

年
末
年
始
の
業
務

　

社
協
業
務
の
年
末
年
始
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
通
所
介
護
事
業
】

　

12
月
31
日
～
１
月
３
日
ま
で
休
業

【
訪
問
介
護
事
業
】

　

休
業
日
は
あ
り
ま
せ
ん

【
そ
の
他
の
業
務
】

　
（
配
食
サ
ー
ビ
ス
含
）

　

12
月
29
日
～
１
月
３
日
ま
で
休
業

 

社
会
福
祉
協
議
会

 　

☎
５
５
‐
４
１
０
４

　昨年は、本会の活動並びに地域の福

祉活動にご支援ご協力賜り厚くお礼申

し上げます。

　本年も宜しくお願い申し上げます。

会　長　堀谷　敏夫

副会長　二見　圭一　　竹中　律

　　　　職員一同
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（11 月末日現在・前月比）

人 口　３,６１９人（‐１４）

 男　　１,７４５人（‐１１）

 女　　１,８７４人（‐　３）

世　帯　２,０３８戸（‐　７）

人のうごき
お
よ
ろ
こ
び

　
　
か
な
し
み

寄
　
付

　
　
　
　
　（
11
月
受
付
分　

敬
称
略
）

　
　
　
　
　（
11
月
受
付
分　

敬
称
略
）

◎
社
会
福
祉
協
議
会
へ

里
野　
　
　
　
　
　
　

竹
本　

順
一

小
泊　
　
　
　
　
　
　

上
山　

和
美

田
中　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

明
広

◎
各
種
団
体
へ

▽
里
野　
　
　
　
　
　

竹
本　

順
一

＊
里
野
区
へ

▽
小
泊　
　
　
　
　
　

上
山　

和
美

＊
小
泊
区
へ

▽
田
中　
　
　
　
　
　

藤
原　

明
広

＊
田
中
区
へ

◎
広
報
発
送
お
礼

大
阪
府　
　
　
　
　
　

瀧
本　

晴
光

奈
良
県　
　
　
　
　
　

杉
本　

種
男

　

俳　

句

祝
い
箸
亡
き
夫
の
名
も
書
け
り

里
山
の
稜
線
く
っ
き
り
初は
つ

御み
そ
ら空

　
　
　
　
　
　
　
　

庄
下　

小
百
合

元
朝
や
見
な
れ
し
路
地
に
淑
気
あ
り

お
鏡
の
裏う
ら
じ
ろ白

縮ち
ぢ

む
七
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

志
津
代

新
年
に
平
和
の
証
あ
か
し

鳩
の
舞
い

初
風
が
気
分
新
た
に
頬
を
撫
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

チ
ロ

夢
・
希
望
・
三
寒
四
温
深
き
愛

我
れ
を
見
て
鳴
く
声
高
き
初
雀

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
川　

一
雄

枯
蔦
や
ハ
ー
ト
一
面
張
り
つ
き
て

吊
し
柿
色
の
移
り
を
楽
し
め
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慶
子

　

短　

歌

前
向
き
に
日
々
を
過
せ
し
我
が
心

友
人
・
知
人
家
族
に
感
謝

何
回
も
書
い
て
直
し
て
読
み
返
す

我
が
短う

た歌
・
俳
句
先
が
見
え
た
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
川　

一
雄

健
康
に
感
謝
の
思
い
亡
き
夫ひ
と

に

ま
だ
ま
だ
生
き
ろ
強
く
生
き
ろ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
も
め

か
な
し
み

（
死
亡
）

地　

区　
　

氏　

名　
　
　

満
年
齢

里
野　
　

竹
本　

や
よ
ひ　
　

89
歳

口
和
深　

丸
山　

多
嘉　
　
　

88
歳

小
泊　
　

上
山　

並
枝　
　
　

85
歳

堀
地　
　
　

座　

猛　
　
　
　

77
歳

田
中　
　

藤
原　

晃　
　
　
　

81
歳

佐
本
中　

楠
本　

謙
二　
　
　

91
歳

　

俳　

句
（
俳
句
同
好
会
）

奥
の
間
の
障
子
張
替
え
迎
ふ
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
井　

清
子

四
年
経
て
集
へ
る
友
や
石つ

わ蕗
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
前　

薫

佳よ

き
事
の
一
つ
二
つ
や
老
い
の
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
村　

寿
子

街
守
る
稲
積
山
の
淑

し
ゅ
く

気き

満
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
田　

し
の
ぶ

正
月
の
暇
に
偲
ぶ
は
故さ

と郷
と
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
山　

守
東

真ま

ん
丸
や
気
力
満
々
初は
つ
ひ日
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
尾　

文
朗

流
木
の
故
郷
遠
し
冬
の
浜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濱
田　

泰

優
雅
な
る
花
・
琴
の
音
に
包
ま
れ
し

日
本
古
来
の
抹
茶
一
服

　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

惠
子

ま
た
一
つ
歳
重
ね
し
か
去
年
今
年

身
を
以
っ
て
知
る
老
い
の
も
ど
か
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

麻
呂

周参見公民館の新刊

題　名 著　者 題　名 著　者

よるべない 100 人のそばに居る。 御代田　太一 わたしに会いたい 西　加奈子

にゃんこ大戦争でまなぶ！ 47 都道府県 梅澤　真一 星を編む 凪良　ゆう

このままでは飢える！ 鈴木　宣弘 アボカドの種 俵　万智

宙わたる教室 伊与原　新 Ｑ 呉　勝浩

痛みが消えてずっと歩ける　100 年ひざ 巽　一郎 師匠 立川　志らく

思い出の屑籠 佐藤　愛子 人間標本 湊　かなえ

公民館だより
年間貸し出しベストフォー

題　名 著　者

1 シカクさん マック・バーネット

〃 光のとこにいてね 一穂　ミチ

2 ハヤブサ消防団 池井戸　潤

〃 老害の人 内館　牧子

3 汝、星のごとく 凪良　ゆう

〃 幻告 五十嵐　律人

4 アンパンマン かたぬき絵本 やなせ　たかし

〃 マンマルさん マック・バーネット

〃 掬えば手には 瀬尾　まいこ

〃 栞と嘘の季節 米澤　穂信

〃 レペゼン母 宇野　碧

〃 ラブカは静かに弓を持つ 安壇　美緒

〃 アンパンマン おままごと絵本 やなせ　たかし
　周参見公民館でよく借りられた本です。

　今年は絵本が 1位にランクイン！

昨年よく借りられた本を紹介します。

林
業
退
職
金
共
済
制
度
へ

　
　
　
　

加
入
し
ま
せ
ん
か

　

林
業
退
職
金
共
済
制
度
は
林
業
界

で
働
く
方
の
た
め
国
が
作
っ
た
退
職

金
制
度
で
す
。

　

事
業
主
の
方
が
従
事
者
の
働
い
た

日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証

紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
従
事

者
が
林
業
界
を
や
め
た
と
き
に
林
退

共
か
ら
退
職
金
を
支
払
い
ま
す
。

　

県
林
退
共
支
部
で
加
入
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
対
象

　

林
業
の
現
場
で
働
く
方

 

（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
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す

さ
み

町
役

場
　

総
務

課
〒

649-2621　
和

歌
山

県
西

牟
婁

郡
す

さ
み

町
周

参
見

4089番
地

TEL 0739（
55）4802　

 FAX
 0739（

55）4810

日 月 火 水 木 金 土

12 月３１日 １月 １日 ２ ３ ４ ５ ６

二十歳を 
祝う式典 

障がい福祉相談
（役場）☎ 26-4923

ものづくり 
広場 

7 成人の日　8 ９ 10 11 12 13

消防団 
出初式 

健康教室 

ものづくり 
広場 

母子相談 英会話教室 習字教室 

育児サークル

洋裁教室 

14 15 16 17 18 19 20

交通指導員
年頭式 

駅伝大会

百歳体操 弁護士相談・
一般相談・ 
行政相談 

求職相談 

英会話教室

障がい福祉相談
（役場）☎ 26-4923

健康体操教室
（太極拳） 

習字教室 

実家セミナー

21 22 23 24 25 26 27

手芸サークル

コーラス教室

百歳体操 

陶芸教室 

一般相談・行
政相談

法務相談・特
設人権相談

消費者生活 
相談 

英会話教室 習字教室 

育児サークル

生け花教室 

洋裁教室 

読み聞かせの

会

28 29 30 31 2 月１日 ２ ３

洋裁編み物 
教室 

夜間電車運休 
（10 ページ）

税保険料 納期限

終日列車運休
（10 ページ）

障がい福祉相談
（役場）☎ 26-4923

 総合センター 　  江住公民館　  多世代交流施設イコラ
 住民福祉会館 　  佐本公民館　  江住ミニ福祉センター
 生涯学習施設　  地域福祉センター

１月 カレンダー

　

１
月
14
日
に
町
内
駅
伝
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
参
加
を
希
望
の
チ
ー
ム

は
、
社
会
教
育
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

大
会
は
小
雨
決
行
で
、
競
技
種
目

は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
受
付
期
限

　

１
月
９
日
（
火
）

◆
大
会
日
程

　

１
月
14
日
（
日
）

◆
競
技
種
目

　

＊
駅
伝
の
部

　
　

①
一
般
の
部

　
　

②
女
子
の
部

　

＊
マ
ラ
ソ
ン
の
部

　
　

小
学
生
・
中
学
生
の
部

◆
主
催

　

す
さ
み
町
体
育
協
会

　

す
さ
み
町
教
育
委
員
会

 

社
会
教
育
課
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町
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駅
伝
大
会
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